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　２０１１年度　社団法人 山形青年会議所

 第５回定例理事会議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆日時：２０１１年５月３１日（火）
１８：３０～２３：００
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆場所：パレスグランデール２Ｆ

1. 開  会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               奥山　和征　専務理事
2. ＪＣＩクリード唱和                                             伊藤　健二　委員長
3. ＪＣ　Ｍｉｓｓｏｎ　　　　　　　　　　　　　　                 鈴木　力　　委員長
4. ＪＣ宣言文朗読ならびに綱領唱和               　                遠藤　智大　委員長
5. 出席者の確認　　　　　　                                       横山　隆太　事務局長
理事長　　　　　　　　船　橋　吾　一
直前理事長　　　　　　荒　井　　寛　

副理事長　　　　　　　野　口　雅　弘（公欠）
副理事長　　　　　　　三　浦　孝一郎
副理事長　　　　　　　松　田　勝　行
副理事長　　　　　　　井　上　周　士
副理事長　　　　　　　齊　藤　秀　昭

専務理事　　　　　　　奥　山　和　征
監事                  齋　藤　秀　和（公欠）
監事                  鈴　木　慎　也

監事　　　　　　　　　高　橋　　大　　

特別委員長            菊　池　　学　　

特別委員長            後　藤　吉　伸

室長                  東海林　　仁　
室長   　             金　子　　明　（欠席）
室長                  安　藤　太一郎

室長   　             三　沢　慶　洋

本部長　　　　　　　　鈴　木　辰太郎

本部長              　中　村　祥　之（遅参）
委員長　　　　　　　　佐　藤　貴　博（欠席）
委員長　　　　　　　　伊　藤　健　二

委員長　　　　　　　　酒　井　貞　和

委員長　　　　　　　　中　村　正　利（遅参）
委員長　　　　　　　　遠　藤　智　大

委員長　　　　　　　　豊　島　　宏　

委員長　　　　　　　　鈴　木　　力

部会長　　　　　　　　齋　藤　伸　治（遅参）
部会長　　　　　　　　佐　藤　　淳　（欠席）
部会長　　　　　　　　福　島　隆　之（欠席）
部会長　　　　　　　　會　田　智　弘（遅参）
部会長　　　　　　　  齋　藤　洋　也（欠席）
部会長　　　　　　　　高　野　秀　哉（欠席）
部会長　　　　　　　　矢　口　政　則（遅参）
財政局長　　　　　　　田　牧　大　祐（遅参）
事務局長　　　　　　　横　山　隆　太

＜オブザーバー＞

会務セクレタリー      菅  野  佑  吉
会務セクレタリー      狩　野　慎一郎

会務セクレタリー　　　河　又　勇　人
６．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山　隆太事務局長　

理事会構成員３１名に対し２分の１以上の出席により、定款第５章第３２条に基づき当会議は成立する。

７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋　吾一理事長
議事録署名人に松田勝行副理事長、安藤太一郎室長、議事録作成人に会務セクレタリー。
８．前回議事録の承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋　吾一理事長
修正等があれば事務局に申しつけ頂きたい。また本会議後自動承認となる。

９．理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋　吾一理事長
本日も時間通りお集まり頂き誠に有難うございます。また本来であれば先週理事会の開催ということでしたが1週間ずらさせて頂きました。その関係もあり月末ということもあり、欠席遅参の方が多々見受けられます。しかしながら部会長におきましては、欠席遅参というものが、今までの中でも多く見受けられます。やはりこの初理事に位置づけられる皆様に対して、先輩理事の皆様から是非、ご指導をお願いしたいと思います。これからＬＯＭを担っていくメンバーでありますので、しっかりとお伝えをして頂きたいと思います。宜しくお願いいたします。それでは前回の例会以降につきましてのご報告をさせて頂きますが、やはり一番大きいところで本日は、ＡＳＰＡＣマニラ大会についてのご報告をさせて頂きたいと思います。理事会を変更しまして２４日の１０時頃、私、事務局長、井上副理事長、近藤副委員長と４名で出発をさせて頂きまして、現地マニラに夜１１時頃到着をいたしました。そのまま荷物を持って日本ＪＣの本部団に行きました。そうしましたら齋藤監事ＪＣＩ関係委員会副委員長の陣頭指揮のもと、竹田君、黒澤君、３名がすでに現地入りをされておりまして、必死に任務遂行をしておりました。まずは本部に行き激励をさせて頂いた次第であります。次の日から調整会議というのがありました。朝６時半、７時、８時の開催でしたが、実はこの調整会議というのは本来であれば国際グループだけの出席ということでしたが、私は初日から出席をさせて頂きました。齋藤秀和君が頑張って頂いたということもあり急遽、理事長紹介がございまして一人での紹介という形となりました。それから毎日出席をさせて頂きまして出向者の頑張りもあり、最後には「皆勤賞となりました山形ＪＣの理事長」というご紹介も頂きました。出向者の皆様には大変感謝をいたしております。その後日本ＪＣの結団式がございまして、こちらにはシニア代表として岡崎彌平治先輩が出席されましたが、例年ですとＪＣＩとの関係の深い、またはもっと歴々の先輩が出席をされるのですが、今回出席者がおらず、我々としては素晴らしいことであり岡崎先輩からのご挨拶という形になりました。先輩のご挨拶の中に冗談まじりの話からスタートし、今年は岡崎先輩が副会頭として出向された１９９５年と同じような年であるという話をされました。９５年は私も大阪におったわけですが、今でも忘れません。阪神大震災が発生した年でありました。本年も東日本大震災が発生しました。そしてＷＰ（ワールドプレジデント）を輩出、そしてＪＣＩのＶＰも輩出していたというところで非常によく似た年である。今年は本当に大変な１年になると思いますが、何かしら変革の年である。是非、全員で手と手を取り合い、精一杯この年を乗り切って頂きたいという話がありました。本当にうれしい限りでありました。その後、急きょ、セネター理事会でのＰＲの時間を頂くことが出来ました。私の慣れない英語での挨拶となり、日本ＪＣの計らいもあり、会頭を始め役員が勢ぞろいし両脇に立つ形でご参加頂き、力強くＰＲさせて頂きました。相澤直前会頭もいらっしゃって「三浦君の英語は上手いが、船橋君の英語を聞いて本当にホっとした」というお話を頂き、そんなに悪かったのかと恥ずかしい思いをいたしました。また２８日、夢を現実にする特別委員会には精一杯頑張って準備を重ねて頂いたＶＩＰランチョンが開催されました。菊池特別委員長指揮のもと、長谷川先輩からもご尽力頂き、初めての設えということもあり、私は理事長としての立場で見ていたのでなかなか分からない部分もありましたが、非常にご苦労をされましたが、無事に終了が出来ました。先輩からも桂木先輩、鈴木先輩、長岡先輩、谷口先輩からは勇気を付けて頂きました。今先輩の名前が出ましたので、今回参加された先輩の名前をご紹介いたします。岡崎彌平治先輩、鈴木隆男先輩、桂木宣圴先輩、長岡先輩、谷口先輩、そして小嶋先輩、長谷川先輩からご出席を頂きました。本当に感謝をするところであります。そして次の日、ジャパンナイトでのブース設営を行いました。臨時理事会まで開いての本当に皆様から激励を頂き審議を頂いた議案であったということもあり、非常に盛り上がりを見せたブースであったと思っております。他のＬＯＭの理事長、または出向者が訪れて頂いた時には「すごい盛り上がりですね」という評価を皆様から頂きました。それにつきましては渉外委員会だけでなく、皆様の頑張りがあってあのような盛り上がりを見せることが出来たと思う次第であります。そしてその後、ソニーユー名誉顧問からの取り計らいもあり、４ＬＯＭ合同ナイトというものが開催されました。実はＶＩＰランチョン等もあり、シティレディＪＣの皆様との昼食会は設営を見合わせておりましたが、シティレディＪＣの方から食事のお誘いがございました。若干名でも参加しながら交流を深めたいと思っておりましたが、ソニーユーさんの方からシティレディＪＣを通じて関係のあるＬＯＭが集まって是非ナイトをしようということで、ジャパンナイトが終了した２４時より、シティＪＣ、シティレディＪＣ、マレーシアのパタリンジャーＪＣ、このＪＣは８月にシティＪＣと姉妹締結を結ぶというＬＯＭでございます。この４ＬＯＭ、そしてソニーユーさん、水野局長、長岡先輩、谷口先輩、長谷川先輩、我々ＬＯＭの現役も１０名程、菊池特別委員長始め参加をさせていただきました。そして私の慣れない英語の挨拶から始まり、皆様一人ひとりの自己紹介という時間を頂き、英語で名前のみ紹介した方もいましたが、非常に気持ちの伝わったナイトになったと思います。その中で一つだけ注目するべきことは、荒井会長率いる山形ブロックの皆様もお二人ご出席を頂きました。本来ではこのＬＯＭナイトにと思いましたが、是非、見て頂きたいと思い参加をして頂いたところ、まだ戻ってご連絡はしておりませんが「非常に素晴らしい経験をした」と天童ＪＣの柴崎理事長がおっしゃっておりました。このような関係の中でＡＳＰＡＣが広がりを見せると思った瞬間でありました。次の日、２０１３年ＪＣＩ韓国グワンジュＪＣの開催が決まりました。韓国は凄い応援であります。本当に軍隊のような掛け声の中で全てが揃っておりました。ビデオに撮りましたので後ほど例会でもご紹介させて頂きますが、凄い人数で凄い声を張り上げた素晴らしいＰＲでした。その後いよいよ我々、ＡＳＰＡＣ山形大会のＰＲが始まりました。菊池特別委員長の号令のもと、倉敷ＪＣの岡本理事長もご参加を頂いて、皆様からハッピを着て頂いて全員で第一声を上げました。まだまだ不慣れなところはありましたが、お帰りになられる日本の役員、または海外の方は「山形」と言って頂けるメンバーは数多くいらっしゃいました。声は小さい、慣れないＰＲでしたが、山形という名前を覚えて頂けたと思います。この経験を積み重ねてグワンジュＪＣのような素晴らしいＰＲに我々も成長していきたいと思いました。そして解団式ですが、理事長の紹介があるということで実は一時間前から並びました。一番目の席を取ることが出来、理事長の一言を発することが出来たのですが、これには裏があり齋藤副委員長始め、出向者の皆様が本当に頑張って頂いたこと、そして野口委員長始めとする委員会の頑張りもあったことで、並んだ順番が２番でも１０番でも山形ＪＣが指名されるということになっておりました。それでもやはり一番を取る必要があると思ったので、前を歩いていた理事長を押しのけて１番を確保しました。そして理事長の挨拶をさせて頂きました。話の内容はまずは出向者が大変お世話になったということ、そしてＶＩＰランチョンで皆様からお世話になったことの御礼を述べさせて頂きました。その後、ＪＣＩオペレーションホープ（震災への支援）の発動がありそれに対する東北ＪＣの一員として御礼を申し上げました。そしてこの大会に理事長として参加した感想を述べさせて頂きました。そして最後にＡＳＰＡＣ山形大会の御礼、力強くＰＲを開始したというご報告とこれからの支援をお願いしたいという最後のお願いをさせて頂き「少し長い」という指摘もありましたがご挨拶をさせて頂きました。この大会での感想はたくさんありますが、我々山形青年会議所は注目を浴びている、そして見られているＪＣであります。すべての行動を見られているということを各ファンクションで感じることが出来ました。私は理事長としての緊張感の中で会議やナイト、いろいろなところに顔を出させて頂きました。しかしながら私も緊張の４、５日でありましたが、出向者も見られているというそんな思いで日々活動していたのではと思っております。本日は齋藤監事がいらっしゃらないので井上副理事長からもお話を頂きたいところでありますが、理事長としての恩返しは何かと考えた時に、とにかくあらゆるファンクションには出席はさせて頂こう。そんなことしか出来ない理事長で申し訳ないのですが、そんな思いで一週間弱を過ごさせて頂きました。そんな意味で今回参加した皆様には総会への参加やいろいろなことに参加しようというお願いをして、本来であれば出ずに観光するところをご参加頂きました。若干窮屈なメンバーもいらっしゃったかと思いますが、最後のＧＡＬＡの席で富樫君、有安君、仮会員でもありながら登録をして出席して頂いた井上君からは「ＡＳＰＡＣはこんなに素晴らしい大会なのですね」という言葉を聞きました。それを聞いてすべての疲れが飛びました。そしてあのような理事長ナイトに繋がったのではと思います。長い時間話をしましたが、まだ伝えたいことが沢山あります。本当に盛り沢山なＡＳＰＡＣマニラ大会でありました。この素晴らしいＡＳＰＡＣを参加出来なかった方へ伝えていくことが我々の使命であると思っております。行かされて、行ってみて初めて分かる。行けなくても行きたかった。聞いて初めて分かるＡＳＰＡＣ。いろいろなＡＳＰＡＣがあると思いますが、これを２０１４年までモチベーションを保ちながらやっていくべく理事長としても緊張感を味わいながらこれからまた半年努めていきたいと思っております。最後に出向された方々に改めて御礼を申し上げ、そして今ＡＳＰＡＣだけを述べましたが、他の事業もすべて大切なものですので、この理事会が素晴らしい有意義なものになることを祈念し挨拶と代えさせて頂きます。
１０．直前理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井　寛直前理事長
本日も大変お疲れ様です。ＡＳＰＡＣ大変お疲れ様でございました。参加された方、そして残念ながら諸事情により参加出来なかった方、それぞれいらっしゃったかと思いますが、ただこの5月の下旬においてはＡＳＰＡＣが行われるということを誰しもが、少なからず考え、意識して頂いたのではないかと思っております。肝心な事はＡＳＰＡＣの事が意識、頭の中に入れて意識し続ける事、招致活動を展開し続ける事だと思っておりますので、是非、今後ともモチベーションを維持しながら取り組んで頂ければと思っております。そして最終日の総会以降で公の元に招致活動を展開する事になったわけです。これもまた今まで以上に山形ＪＣが注目をされる、脚光を浴びるという立場になったわけですので、若干震災の影響によって当初の予定が崩れてしまったというところはありますが、もう一度計画を練り直して、そしてしっかりとした招致活動を展開していくことが出来ればと思っております。さて、私もＡＳＰＡＣ数日間滞在しましていろいろ感じたところがありましたのでお話させて頂きたいと思っておりますが、一つはマニラに数日間滞在し、日本人が非常に滞在しやすい国だと思います。物価が安いというのもありますが、特に食べ物でした。現地の日本料理店が非常においしかったです。下手すると日本の飲食店よりおいしいと感じました。そういった意味では何不自由なく食事が出来たと思っております。もちろんせっかく現地へ行ったので初日のフィリピンナイトに行って現地の料理もしっかり食べてきました。それともう一つは飲食店もそうでしたが泊まったホテルですが、日本語のインフォメーション、説明書があったという事。そして現地の人も非常に日本語が堪能な方がたくさんいらっしゃったと思いました。日本人は日本人の誇りを持って出来る限り日本語で外人と接するというような変な主張というか、英語が弱い私自身を何とか励ましながら非常に過ごしやすい滞在出来る国であったと思います。逆にＡＳＰＡＣ山形大会の際は多くの海外の方が来られますので、その方々が山形で滞在して快適に過ごしやすい、過ごせるそんな町、国際感覚溢れる、そんな町を今のうちから作っていかないといけないと思いましたのでいろいろと考えていかないといけないと思った次第であります。もう一つは山形ＪＣで設営した様々なファンクション、そしてブース等ございましたが、特にオープニングセレモニーやジャパンナイトにも参加して参りましたが、コンパクトな会場であったと思いました。今までの過去の大会は昨年のシンガポールにしても長野、韓国、台湾にしても何千人も入るようなコンベンションセンターやイベント会場を用いてファンクションを行っていたように思いますが、人数も少なかったということもありますが、コンパクトな会場だったと思いました。これは山形でも十分容易に開催出来ると私自身改めて感じました。皆様はどうだったか分かりませんが、そういった意味でいろいろ試行を凝らして、いろいろなアイデアを持って開催することが出来ると感じてきた次第であります。また理事長からもありましたが、東北地区協議会のメンバーの方々、山形ブロックの他ＬＯＭのメンバーの方々がその都度、協力支援して頂いていたという事実があります。地区内に関わらず全国のメンバーからいろいろな支援を頂いた訳でありますので、今後もそれに対する感謝、御礼の気持ちを込めて、そしてまた招致活動を展開していかなくてはいけないと思いますので是非、宜しくお願い致します。それに若干関連する報告ですが、本日、東北地区協議会の高宮会長から連絡があり全国の１０地区１０名の地区会長の会長会議を毎月行っているがそれを是非、山形ブロックで開催してほしいという話がありまして是非、お願いしますということでこちらからも言わせて頂きました。それが本来であると毎月その地区会長の出身地で持ち回りで行うそうですが、予定を変えていわゆる被災地における経済的復興支援活動の意味合いというでありますが、残り半年間を東北６県で開催するという事に決まったそうです。初回は山形ということで日にちが１６日（木）午後１３時より。山形市内となりますので是非、皆様頭の中に入れて頂きたい。非常にＡＳＰＡＣでも地区会長の皆様から大変お世話になったという事もありましてその御礼の意味も込め、そしてさらに招致活動を積極的に開催していくという山形ＪＣとしての意思表明の絶好のタイミングと思っておりますので、ＬＯＭ総出で最高のおもてなし、出迎えをしたいと思っておりますので是非、宜しくお願いたします。ＡＳＰＡＣの話で尽きてしまいましたが、本日も理事会宜しくお願い致します。
１１．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木力総務委員長

確認事項はその他を含め３件、討議事項はその他を含め３件、審議事項その他を含め４件、協議事項はその他を含め１２件、報告依頼事項その他を含め１３件。

菊池学特別委員長【意見】

４，５，６月の例会の件、事務局預かりと話しがあった。最後の６月例会、協議審議なしで行っていたが是非、理事のメンバーに事務局の皆様からこういう例会にしたいとしっかり出して頂きたい。理事からも要望を出してもらい、よりよい例会にして頂きたい。専務のご意見を頂きたい。
奥山和征専務理事【回答】
こちらの議案作成はしていないが、現在事務局で検討をしているのが連絡調整会議ということで上程をさせて頂く。その中で皆様からご意見を頂戴したい。６月１４日の例会に反映させ開催をしたい。したがって１４番討議事項について、０３番で事務局より「６月例会について」ということで追加させて頂き０４番が「その他」という形に変更をお願いしたい。

菊池学特別委員長【意見】

討議が終わって理事のご意見を頂いてからで良いので、議案を活字で見えるようにして頂きたい。
１２．議事の採決　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長
【全員賛成で審議可決】

１３．確認事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
確認―０１　２０１１年度 次年度役員選考委員選挙について           ２０１１年度選挙管理委員会
奥山和征専務理事【上程】

荒井寛直前理事長【補足】
６月１４日例会の際、１７時半から１９時の間に選挙を実施する。被選挙権を有する方とは、会費、例会出席率等条件がある。本日の理事会が終了した段階で被選挙人を選挙管理委員会で確定し明日から公示する。また異議、申し立て期間等さまざまあり不在者投票もある。８日、９日、１０日ですので宜しくお願いしたい。選挙が行われれば１５名の方が選ばれることとなる。例会後発表となるが皆様にお願いしたいのは、特に理事メンバーの方々は１５名に選ばれる確率が高い。翌日、第一回次年度役員選考委員会が朝６時から例年開催されますので欠席される方もいますが、基本的に認めたくありませんので来週ということで数週間ありますので是非、今から日程を調整して仕事が入っても他の方へ調整するなどして出席をして頂きたい。
菊池学特別委員長【意見】

１５名に選ばれたら、翌日欠席はありえないという教えを頂きましたので、次代を担う皆様には選ばれたという責務を念頭に置き出席をして頂きたい。
確認―０２　２０１１年度 次年度役員立候補者について　　　　　　　 ２０１１年度選挙管理委員会
奥山和征専務理事【上程】

荒井寛直前委員長【補足】
立候補するための資格があるので確認を頂きたい。推薦人も必要である。理事立候補について今年度委員長の皆様が特に委員会のメンバーが立候補することになるのでまだ先の話ではあるが宜しくお願いしたい。
確認―０３　その他
削除
１４．討議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事

討議―０１　やまがた案内番所の発信と検証(案)に関する件　　　　　　ひとづくり推進委員会
伊藤健二委員長【上程】
鈴木辰太郎本部長【意見】
今回の討議議案として挙げているが、自分達がやろうとしていることを感じるので委員会メンバー一丸となり頑張って頂きたい。
中村正利委員長【意見】
番所を拝見し、裏のマップに一時避難場所が各公園場所になっているが、全ての公園がマップに載っているのか確認してみたがマップとリンクになっていればなお分かりやすいと思う。
討議―０２　ＬＯＭ外広報誌６月号発行に関する件　　　　　　　　　　広報渉外委員会
豊島宏委員長【上程】
齊藤秀昭副理事長【意見】
議案で今までの流れが全く見えない。蔵王のトップページの部分で蔵王自体の発行は山形青年会議所の理事長が編集者ということになっているが、荒井ブロック会長としてトップページにいるというのは、違和感があるので理事長を全面に押し出し荒井会長は別ページが良いと思う。
豊島宏委員長【回答】
わかりました。
鈴木辰太郎本部長【意見】
進捗表が正しくないので自分で分かるようにしていないと後で困ると思う。また山形青年会議所として期日を守るというのは忙しい中でも必要なのでしっかりとして頂きたい。対談について質問だがシニア対談ですか。
豊島宏委員長【回答】
榎森会長との対談である。

鈴木辰太郎本部長【意見】
時間の無い中で新たに対談するのか、打ち合わせをして期日通りの発行をお願いしたい。
菊池学特別委員長【意見】

改行の２文字がずれていたりするので見栄えも気にして頂きたい。討議で上げる場合、対談内容等も記載しなければならないのではないか。

井上周士副委員長【意見】

花火のくだりをもう少し記載しても良いのではないか。

荒井寛直前委員長【意見】

ここで私が目立つことは改めてご配慮頂きたい。発送先リストについて、米沢青年会議所は公益社団法人、天童青年会議所も公益社団法人の内定を得ているので確認頂きたい。日本ＪＣ役員の方への発送案が載っているが、監事、会務担当常任理事、地区会長へもお出し頂ければと思う。長野青年会議所が記載されているのでＡＳＰＡＣのＶＩＰランチョンでお付き合いをした大阪ＪＣ、福山ＪＣへも送ったらよいのではないか。今年送ったから毎年送るのではなく状況を判断しながらで結構ですので送って頂きたい。ＪＣＩの役員への送付が無いようなのでそのあたりにも送ってはどうだろうか。

三浦孝一郎副理事長【意見】

原田さん（福山青年会議所）は、山形がどんな動きをしているか世界各地でお話する機会があると思うので是非、福山青年会議所へ送るとよいと思う。日本の出向先の各委員会スタッフへの送付ですが、こんなにスタッフ数がいないと思うのでその分を有効に活用頂きたい。郵送費もかかるはずなので山形の出向者へ渡すなどして節約する方法を考えても良いのではないか。

討議―０３　６月連絡調整例会について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
奥山和征専務理事【上程】
６月１４日例会について１８時より登録開始、１８時３０分開始、２０時終了予定で開催します。震災の影響で事業が中止になった委員会が多数あるので、震災後の活動や今後の活動をご報告頂く内容で考えている。２０時以降は懇親会を設営する。

菊地学特別委員長【意見】

２月の調整例会は各委員会のＰＲとしてやっていたと記憶している。事務局が各委員会へどういった内容のＰＲをしてほしいのかしっかりと依頼をして頂きたい。
１５．審議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長

審議―０１　ＫＩＤ’Ｓ　ＡＲＴ　羅針盤！から広がる山形式芸術事業の
企画・実施（案）承認に関する件　　  ひとづくり推進委員会
伊藤健二委員長【上程】

三浦孝一郎副理事長【質問】

お約束チェックの表を終わってからのチェックにした意図はなにか。
伊藤健二委員長【回答】

お約束のしおりを毎年配布しており開会式の際に説明をしている。事業後も親子で美術館を訪れた際にも使用できるようにと思い作成した。

三浦孝一郎副理事長【意見】

このチェック表だけの活用かと勘違いしていた。始まる前にお約束のしおりを用いてしっかり説明をお願いしたい。

菊池学特別委員長【意見】

お約束のしおりとお約束チェック表の相互リンクがなっていないのでそこも気をつけて頂きたい。

三浦孝一郎副理事長【意見】

当日の人の動き方に関し、ナビゲーターの役割として他の来館者への気配りも加えて頂きたい。

伊藤健二委員長【回答】

本日、美術館との打ち合わせの際も同じような指摘を頂いた。他の来館者へもしっかりとお声掛けをし、迷惑のないようにしてほしいとの意向を受けたので反映する。

齊藤秀昭副理事長【意見】

ポスター、チラシに関して午前と午後の記載をしない方がわかりやすいのではないか。

【全員賛成により審議可決】
審議―０２　７月臨時総会の開催（案）承認に関する件　　　　　　　  総務委員会
鈴木力委員長【上程】
【全員賛成により審議可決】

審議―０３　退会者（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　　　  事務局
奥山和征専務理事【上程】
鈴木辰太郎本部長【質問】

通常、年度途中は休会にし、年度末で退会にするはずだが経緯を教えて頂きたい。

奥山和征専務理事【回答】

会社の方針で、本業をしっかりとやって頂きたいとの意向があり、退会の手続きをとらせて頂いた。

鈴木辰太郎本部長【意見】

個人的な付き合いもあり、本人は休会を望んでいた。もし彼が退会してしまえば、名古屋大会へ行けなくなってしまう。どうして退会でなければいけなかったのか。

船橋吾一理事長【回答】

もちろん休会を促し、情勢が変わるようであれば復帰もありうるとの話をしたが、会社としてＪＣ活動は認められないとの申し出があった。理事長の立場からも話をさせて頂いた結果、変わらず退会をさせてほしいとの意向があり、残念だが受理したという経緯がある。

【全員賛成により審議可決】

審議―０４　その他

削除
１６．協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
協議―０１　グループ基本方針変更に関する件　　　　　　　　　　　　会員パワーアップグループ
井上周士副理事長【上程】

鈴木辰太郎本部長【意見】

加藤君が主務員になっているリトルシニアリーグも主務員の変更が必要ではないか。

酒井貞和委員長【回答】

リトルシニアリーグの総会はすでに終わっており私が出席した。主務員の変更はぜずにそのままにしている。

高橋大監事【意見】

各種支援活動は１年間継続しなければならないので、こちらは主務員を変えて頂く必要がある。

井上周士副理事長【回答】

佐藤主務員への変更を加え上程する。
【審議振替動議】

井上周士副理事長【審議上程】

【全員賛成により審議可決】
協議―０２　７月連絡調整例会の企画・実施（案）に関する件　　　　　夢を現実にする特別委員会
鈴木辰太郎本部長【上程】

安藤太一郎室長【意見】
例会のご案内ですが登録開始１８時からとなっているので、総務委員会と整合性をとって頂きたい。

伊藤健二委員長【意見】

フェイスブックの登録に関して大槻の会議所にいる友人に聞いたところ、登録の仕方を合同例会などで説明していたと聞いた。私も登録をしたいと思う。

鈴木慎也監事【意見】

上程スケジュールの確認ですが、この議案で審議上程されるのか。連絡調整例会次第とご案内が４月となっている部分があるので口頭でよいので訂正頂き再度上程頂ければと思う。

菊池学特別委員長【審議振替動議】

鈴木辰太郎本部長【審議上程】

【全員賛成により審議可決】
協議―０３　新たな国際姉妹ＪＣ締結の検討（案）に関する件　　　　　夢を現実にする特別委員会
鈴木辰太郎本部長【上程】

【審議振替動議】
鈴木辰太郎本部長【審議上程】

【全員賛成により審議可決】

船橋吾一理事長【コメント】

今回、理事長として皆様にＡＳＰＡＣにお声掛けをさせて頂いたが、行けない方についてはぜひ香港での姉妹締結に行って頂きたいと言っております。ビジネス的にも香港に行くことは経験上素晴らしいことだと思う。そして香港の勢いを感じて頂きたい。ＡＳＰＡＣの合同ナイトの際にテレサ・プーン理事長は私たちのことを「Ｍｙ ｈｕｓｂａｎｄ」とおっしゃるくらい喜んでいることをお伝えいたします。

協議―０４　会員拡大委員会スタッフ変更（案）に関する件　　　　　　会員拡大委員会
酒井貞和委員長【上程】

井上周士副理事長【補足】
堀井君に電話で確認したところ後半も頑張っていきたいということであった。

鈴木辰太郎本部長【意見】

５年ほど理事会に出席しているがこういったことをまめにした記憶はないが、こういうことで堀井さんがやる気になったのであれば素晴らしいことだと思う。
【審議振替動議】

酒井貞和委員長【審議上程】
協議―０５　山形ＪＣシニアクラブとの交流（案）に関する件　　　　　会員交流委員会
中村正利委員長【上程】
井上周士副理事長【補足】
前回４月に上程させて頂いた内容になる。新入会員とシニアと貴重な架け橋となるようにということと、現役メンバーとシニアの方々とのより強い絆を作ることを目指す。

菊池学特別委員長【意見】

例会の様な位置づけにしてしっかり人が集まるようにしないとシニアの先輩方に失礼にあたる。

鈴木辰太郎本部長【意見】

先輩方を招いてするものとしてはもの足りない内容である。また、事業実施に至る背景の部分で「山形ＪＣは～時代の変遷にあわせその活動を進化させてきました。」とあるがこの内容は違うと考える。「時代を切り開くのはわれわれ青年の使命である」ということを踏まえてよく考えて頂きたい。

中村祥之本部長【意見】
現役メンバーの参加促進もそうだが、シニアの方々に関しても前回の５５周年の記念の時のようは行かないと思うので参加促進する手法を凝らして頂きたい。また、公益性に関わる事項の部分が薄いと思う。

荒井寛直前理事長【意見】

受益者負担部分予算書に関して登録料が現役に対してシニアが５０００円となっている。前回の５５周年式典の時にはお祝いということでシニアの方々に金額的に面倒を見てもらうのも筋が通る。しかし、今回の会は現役メンバーがＡＳＰＡＣを招致するためにシニアと交流を持って頑張ろうという意味合いであり、現役メンバーの都合で行うものである。対等な立場で登録料を同じにすべきである。

協議―０６　ＬＯＭ外褒賞（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　広報渉外委員会

豊島宏委員長【上程】
鈴木辰太郎本部長【質問】

新入会員事業は家族を対象にしているので環境啓蒙部門では弱いと思う。新入会員の拡大の部門でどうか。

三沢慶洋室長【回答】

１００名以上のＬＯＭの部門で、入会者数でいくと１９番目である。

鈴木辰太郎本部長【意見】

人数ではなくパーセンテージであったと思うので確認して頂きたい。

東海林仁室長【意見】

去年担当して褒賞を取れなかったのは、この委員会のこの事業をＰＲしたいという思いが足りなかったためである。委員長の思いをしっかりぶつけて頂きたい。

協議―０７　ＬＯＭ外広報誌発行計画の変更（案）に関する件　　　　　広報渉外委員会
豊島宏委員長【上程】
高橋大監事【意見】

この後、審議振替するのであれば前回意見がたくさん出ていた発送先の部分は後ほど理事メールで精査したものを提出して頂きたい。

鈴木辰太郎本部長【意見】

取りやめになった２月号のデザイン料として本会計から３万円計上する経緯を教えて頂きたい。

豊島宏委員長【回答】

発行するまでのレイアウトやデザインを案として作成して頂いた費用である。発行する、しないに関わらず、すでにかかってしまったので計上した。

鈴木辰太郎本部長【意見】

もっと相談してやり方を考えて頂きたい。２月号のデザイン料を本会計から計上することは反対である。

菊池学特別委員長【意見】

自分の言葉で謝って頂きたかった。

【５分間休憩】

協議取り下げ
鈴木力委員長【本会議延長動議】

【全員賛成】

協議―０８　９月定時総会開催（案）に関する件　　　　　　　　　　　総務委員会
鈴木力委員長【上程】
鈴木辰太郎本部長【意見】

事業内容タイムスケジュールの中で前回議事録承認が抜けている。７月臨時総会の物になるかと思うが宜しくお願いしたい。通常９月に出して振替審議が普通だが正しいやり方になっているとは思うが督促状の送信や未返信者の回収作業、ＬＯＭとして恥ずかしいこと、当委員会もがんばるが各委員会も協力して頂きたい。

協議―０９　公益社団法人格取得の準備（案）に関する件　　　　公益社団法人取得プロジェクトチーム
田牧大祐サブリーダー【上程】
松田勝行リーダー【補足】
今年度取らないといけない時期に来ている。皆さんお金のところを気にしているが、公に対して利益がある団体である所を認識して頂きたい。我々がやっている事は市民の為だと御認識頂きたい。

鈴木辰太郎本部長【意見】

花火大会の山形ＪＣに置ける位置付け案が１番、２番、３番拝見すると２番がいいのかと思うが如何か。

田牧大祐財政局長【回答】

図１の所だが、現状の協賛金の受け方である。確かに２では寄付者が寄付としての税制処置の優遇を受ける事が出来るが、協賛金の未収、領収書の発行の部分で責任問題であるとか、山形市の補助の部分で図３、もしくは、図１で進むのかと思います。ただ花火協議会との協議があるのではっきりは言えない。

鈴木辰太郎本部長【意見】
現状は図１であって、今後は図１か図３で行く。図３ではデメリットは少ないが、これまでの面で難しい。分かりました。

協議―１０　２０１１年度出向者追加（案）に関する件　　　　　　　　事務局
横山隆太事務局長【上程】
鈴木辰太郎本部長【補足】

ＡＰＤＣをご存じない方もいると思うが、小嶋先輩も出向していたが今回はＡＰＤＣ　ＤＯということである。日本ＪＣ理事会の理事構成メンバーという非常に格の高い役職です。出向された先輩のお話では人気が高いということだけ皆様にも知って頂きたい。
【審議振替動議】

横山隆太事務局長【審議上程】

【全員賛成により審議可決】
鈴木慎也監事【報告】

ただいま審議を頂きありがとうございます。入会した際、佐藤先輩、小嶋先輩がＡＰＤＣへ出向されていた。任期がＡＳＰＡＣから来年のＡＳＰＡＣまでということで実は今回のＡＳＰＡＣでもオブザーブではあったが参加した。会議がすべて英語ということで分からないことが多いが、山形ＪＣの代表として出向しますので宜しくお願いします。
協議―１１　２０１１年度社団法人山形青年会議所　
補正予算（案）に関する件　　事務局
奥山和征専務理事【上程】
酒井貞和委員長【質問】
補正予算額で拡大委員会のところで、補正予算前が当初予算100万円でした。公開例会が70万円マイナスでなっているが、倉敷子ども交歓会の分の20万がまだ残った状態の30万円なのかと思う。
奥山和征専務理事【回答】

記載ミスです。変更し次回上程をさせて頂く。
中村祥之本部長【意見】

予算書で花火大会の補正前後予算について変更なしとなっているが、公益プロジェクトの議案にもあったシートだが、公益事業目的比率を計算しているシートの中で赤い背景で3000万円という金額が入っているがどういうことなのか。
奥山和征専務理事【回答】
私と財政局長と話をし、必ず3000万円という訳ではなかったが、花火が1千8百万プラス1千2百万の中で比率を高めるのであれば、花火大会の分の中でという意味で進めていた。今後相談しこの金額が妥当なのかということも詰めてご提案させて頂く。
中村祥之本部長【意見】

金額についてはいろいろあるかと思うが、今非常に気になるのが先ほど財政局長より花火大会の協議会と山形ＪＣと花火大会との関係について、前回、ご審議を頂いた議案も説明が不十分だったと思うが、これからどのようなルートで進んでいくのか。私たち、協議会、山形市で決めなくてはならない。また、例年使用している領収書だが印刷をかけなくてはならない時期に来ているのだが、図２（案）だと山形青年会議所理事長としての領収書の発行になるし、図３（案）だと協議会の会長としての発行になるのでその判断が急務である。先ほどの図３（案）で決定した場合、協議会に対する予算（案）として変わるのは、山形ＪＣとして負担金1千万という金額が今年の予算書では０ということになる。当然、３千５百万の協賛金を集めた中で、１千万が負担金、１千５百万が協賛金ということが変わるだけになるのですが、お金の流れが変わるので理解をして頂きたい。図３（案）で集めるのが、妥当であると公益プロジェクトチームからありましたのでそれで進めたいので、ＬＯＭ全体でお願いしたい。
田牧大祐財政局長【コメント】

公益法人プロジェクトチームとしても本部長のおっしゃるように、図３（案）が一番分かりやすいし、公益としても問題ない。花火大会協議会として受け取る形になるので領収書の発行は協議会の会長名となると考える。
安藤太一郎室長【質問】

７月の総会の審議可決された議案でＡＳＰＡＣのための基金切り崩しについて、ここに記載されている７９６万円の数字なのか。

奥山和征専務理事【回答】
シニアの支援金１４５万を計上。ＡＳＰＡＣを誘致するため、シニアのご賛同を頂き登録料等を充当させて頂く。
安藤太一郎室長【質問】

先ほどのＡＳＰＡＣの基金取り崩しは次回の理事会に挙がってくるということで良いのか。
奥山和征専務理事【回答】
次回理事会で上程する。
船橋吾一理事長【コメント】
修正予算から花火大会の領収書関係についてありましたが、図３（案）で進めていくかどうかを正式に今週市役所と商工会議所と打ち合わせをする。ただ、３千万円という数字の妥当性とどこまでの枠を３千万円として青年会議所へ委託するのかということを早急に花火大会と公益法人プロジェクトチームとも打ち合わせをして動きたいのでご理解を頂きたい。領収書名は市長名で進めていく。

協議―１２　その他
削除
１７．報告・依頼事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山隆太事務局長
報告―０１　山形ブロック協議会出向者の活動支援並びに
渉外活動支援に関する件   　  山形ブロック協議会支援委員会
遠藤智大委員長【報告】
報告―０２　ＡＳＰＡＣマニラ大会への参加御礼　　　　　　　　　　  広報渉外委員会
豊島宏委員長【報告】
報告―０３　各種大会・対外行事への参加促進と登録について          広報渉外委員会
豊島宏委員長【報告】
報告―０４　災害支援活動について　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
横山隆太【報告】
報告―０５　山形ＪＣ版　ＣＯＯＬ　ＢＩＺの実施について　　　　　  事務局
横山隆太【報告】
報告―０６　報道機関紙面掲載について                              事務局
横山隆太【報告】
船橋吾一理事長【コメント】
菊地特別委員長よりご紹介を頂き、理事長として出させていただいた。有難うございました。

報告―０７　ルーム備品の未返却状況について                        事務局
横山隆太【報告】
報告―０８　委員会別「ルームコピー機使用状況」について            事務局
横山隆太【報告】
報告―０９　慶弔慰金について                                      事務局
横山隆太【報告】
報告―１０　定例理事会の出欠状況について                          事務局
横山隆太【報告】
報告―１１　公益社団法人日本青年会議所                            事務局
第６回理事会参加依頼について

横山隆太【報告】
報告―１２　次回上程スケジュール・今後のスケジュールについて
横山隆太【報告】
報告―１３　その他
菊地学特別委員長【報告】
ＶＩＰランチョン、ＰＲ活動について報告、御礼をさせて頂く。５月２８日フィリピン　マニラにおいてＶＩＰランチョンを山形青年会議所として初めて設営をした。私は受付をし、緊張をしたが成功に導くことが出来た。ご報告させて頂く。次の日、総会４が終了したのち、山形青年会議所として初めてＰＲ活動をさせて頂いた。アジアのメンバーに対して、２０１４のＰＲをして力強いところを見せることが出来たので、心のこもったバッジを全員身につけて頂き、これから共に活動をしていきたいので宜しくお願いする。
１８．次回開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事

２０１１年度第６回定例理事会

２０１１年６月２８日（火）パレスグランデール

１９．監事講評
鈴木慎也監事
今日で５月も終わりということで、１年の半分が過ぎようとしている。昨年６月に船橋理事長が内定して１年が流れようとしている。２０１１年度に向けて、船橋丸が目標を掲げ推進してきた事業が今、開催時期を迎えている。３月に震災があり、様々な事業が中断はしたが、今一度理事長の所信に触れ、しっかりとした事業を推進して頂きたい。「ＭＯＶＥ　ＯＮ　ＴＯＧＥＴＨＥＲ」ですので、１２月３１日を迎えるまで一丸となり進んで頂きたい。ＡＳＰＡＣマニラ大会が終了した。安堵感に包まれているが、７月２４日は姉妹締結式があるという案内があった。私も是非、一緒に行きたいと思っている。６月例会を待たずに登録をさせて頂きたい。海外ミッションは一度勇気を持って飛び込んでみなければ、良さが伝わらないということがあります。今回ＡＳＰＡＣに行って本当に良かったと思ったメンバーも多くいました。理事会や委員会で声を出して、国際交流の素晴らしさを伝えて頂きたい。一つ大きな目標をクリアしたが、まだ道のりは長いので、さらに気を引き締め邁進して頂きたい。
２０．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
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